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写真／旧牧園町に残る西南戦争の堡塁群（霧島市牧園町）
［詳しくは、1ページのコラム「西郷隆盛ゆかりの地を辿る」をご覧ください］
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変わる消費税制度
しっかり知って早めに準備を！
鹿児島税務署
署長　古園 久徳 さん

会員さんクローズアップ
地域のお役に立てる
お店でありたい
これまでもこれからも
きたの商店
代表　北野 修 さん

軽減税率対策補助金
活用ガイド
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署長　古園 久徳 さん

6 会員さんクローズアップ
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代表　北野 修 さん

7 フォトニュース
ベストサービスセミナー / YYフェスタ
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15 インフォメーション
経済講演会 / 会員交流会開催のご案内 / 検定試験のご案内
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静岡商工会議所からのお知らせ
富士山静岡空港ビジネスサポートキャンペーン

19 時代を読み解くツボ
20 トレンド通信

期日 件　　名
1 金 決算・確定申告相談会（～3/15迄）　於 :13階
2 土
3 日
4 月
5 火
6 水
7 木
8 金
9 土

10 日
11 月 かごしま商人塾　第6回　19:00～21:00　於 :14階
12 火 人財採用＆定着セミナー　13:30～15:30　於 :4階アイムホール
13 水 ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於 :13階
14 木
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火
20 水
21 木 春分の日
22 金
23 土
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木

29 金 経済講演会　15:30～17:00　於 : 城山ホテル鹿児島　2階クリスタルガーデン
会員交流会　17:15～18:40　於 : 城山ホテル鹿児島　3階サファイア

30 土
31 日
※予定は変更になる場合があります。

◆旧牧園町に残る西南戦争の堡塁群（霧島市牧園町）
旧牧園町（現在は霧島市牧園町）は、西南戦争の際の激戦地の

ひとつであった。それだけに、山中には西郷軍と政府軍両軍の
堡塁がおびただしい数残存していたが、しっかりとした調査な
どは行われないままであった。近年、それらを地元の有志の皆
さんが、位置確認や発掘などをし、無数の堡塁群を地図にプ
ロットするなど地道な作業を行った。これにより、堡塁の保存、
そして見学できるように整備がなされ、昨年の大河ドラマ「西
郷どん」の放映に間に合わせることができた。旧牧園町内だけ
でも400以上の堡塁が構築されていることや、堡塁の状況など
から、西郷軍や政府軍がどのような戦闘を行ってきたかが改め
て理解されるようになってきている。　　

こうした堡塁群が実際に使用された時期は、主には明治10
（1877）年の7月初旬のことである。まず6月20日から30日にか
けて、旧牧園町に隣接する大口や横川にかけて激しい戦闘が展
開された。これは、西郷軍の辺見十郎太率いる雷撃隊と水俣か
ら上陸してきた政府軍の第二・三旅団との攻防であり、政府軍
側が有利に戦闘を進めた。堡塁が戦闘の場となるのは、大口方

面の前線が後退し、西郷軍の軍務所が踊（旧牧園町の旧地名）の
麓に置かれる状況になってからのことである。しかし、この地
域での戦闘は、全面衝突には至らず終結している。それは、政
府軍の総進撃が7月7日の早朝に計画されていたが、西郷軍が
堡塁を放棄して6日の夜から7日の未明にかけて撤退したから
である。また、西郷軍が急に撤退したことで政府軍もすぐ追撃
に移り、この地の堡塁などは破壊されずに残ったのである。こ
うして、旧牧園町山中の堡塁群は、比較的良い状況で140年の
歳月を保存されてきたことになる。ちなみにこの地域での戦闘
は、西郷隆盛本隊が8月31日に延岡方面から城山を目指す際に
もあった。

現地に残された円または半円などの形状の堡塁群に触れる
と、当時これらを築き守った西郷軍兵士の気持ちに寄り添える
気がしてくるようである。
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温泉駅

肥
薩
線

霧島西口
郵便局
●
霧島高

●牧園中
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牧園総合支所●
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軽減税率対策補助金の活用ガイド
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補助金の申請のためのフロー図

（出典：中小企業のための消費税軽減税率制度導入と消費税転嫁対策） （出典：中小企業庁「消費税軽減税率まるわかりBOOK」）

【図１】　補助金を利用するためのフローチャート図 【図2】　レジ導入・レジ改修の流れ（Ａ型）

軽減税率制度に対応した受
発注システムを改修・入替
するための補助金の利用が
可能（B型）

軽減税率制度に対応したレ
ジを導入するための補助金
の利用が可能（A型）

レジが軽減税率制度に対応
しているかメーカー等に確
認

受発注システムが軽減税率
制度に対応しているかシス
テム会社等に確認

自社の販売商品に
軽減税率対象品目が含まれる 補助対象事業者 補助金事務局販売事業者・

メーカー等

小売業、飲食業等
（BtoC）

卸売業、食品製造業等
（BtoB）

レ
ジ
の
入
替
が

必
要

レ
ジ
の
入
替
は

不
要
だ
が
、改
修

が
必
要

レ
ジ
の
入
替
・
改

修
は
不
要

シ
ス
テ
ム
改
修
・

入
替
必
要

シ
ス
テ
ム
改
修
・

入
替
不
要

レジの買替・
改修の検討

問い合わせ
対応等

購入・改修依頼

交付申請の審査交付申請
（代理申請可）
証明書・領収書等を添付

交付決定補助金受領

販売・改修の
実施

対象製品証明書
又は

改修証明書の発行

2019年10月に消費税が10％へ引き上げられます。これに合わせて、一部の商品に軽減税率制度が実
施され、消費税の税率が、軽減税率（8％）と標準税率（10％）の複数税率になります。そのため、複数税
率に対応可能なレジや POS システムの導入・改修が必要になりますが、その際に国の軽減税率対策補
助金を利用できます。

今回は軽減税率対策補助金の概要と申請のポイントについて紹介します。

2019年10月から消費税の軽減税率制度が実施されます。
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〈申請受付期間〉

申請類型 申請受付期間
A 型 2019年12月16日（消印有効）までに申請

（事後申請）
※2019年9月30日までに導入または改

修し、支払いが完了したものが支援対
象になります。

B-2型
（受発注システム自己導入型）

C 型

B-1型
（受発注システム指定事業者改修型）
（代理申請）

交付申請　2019年6月28日（消印有効）
改修完了　2019年9月30日
完了報告　2019年12月16日（消印有効）

軽減税率対策補助金活用ガイド

軽減税率対策補助金の概要 ※詳細につきましては軽減税率対策補助金
ホームページをご覧ください。

Ａ
型

補助対象
複数税率に対応したレジ（タブレット等を利用したレジ、レシートプリンタ・クレジットカード

決済端末・電子マネーリーダー等も含む）
補助率

3/4（3万円未満のレジを1台のみ導入する場合は4/5、タブレット等は1/2）
補助上限額

レジ1台あたり20万円（商品マスタの設定が必要な場合は40万円、複数台申請する場合は1事業
者あたり200万円）
申請方法

2019年9月30日までにレジ等導入または改修し、支払いを完了した後の申請になります。軽減
税率対策補助金事務局に登録された代理申請協力店等による代理申請も可能です。

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の

導
入
等
支
援

Ｂ
型

補助対象
複数税率に対応するために必要となる EDI/EOS 等の電子的受発注システムの改修・入替等

補助率
3/4（補助対象範囲外の機能を含むパッケージ製品等は1/2）

補助上限額
発注システム 1000万円、受注システム 150万円、両方の場合 1000万円

申請方法
軽減税率対策補助金事務局が指定したシステムベンダー等が「代理申請」を行う場合（B-1型）、

2019年6月28日までに事前に申請を行います。
事務局に登録されたパッケージ製品・サービスを事業者自ら導入する場合（B-2型）は、2019年9

月30日までに導入または改修し、支払いを完了した後の申請になります。

受
発
注
シ
ス
テ
ム
の

改
修
等
支
援

Ｃ
型

補助対象
「区分記載請求書等保存方式」に対応するために事業者間取引における請求書等の作成に係るシ

ステムの開発・改修、パッケージ製品等の導入、事務処理機器の導入
補助率

3/4（ハードウェアは1/2）
補助上限額

1事業者あたり150万円（ハードウェアは10万円）
申請方法

2019年9月30日までに請求書管理システムを改修・導入し、支払を完了した後の申請になりま
す。軽減税率対策補助金事務局に指定されたシステムベンダー等の指定事業者による代理申請も
可能です。

請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
支
援
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号
化
機

能
を
利
用
し
て
い
て
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ（
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
識
別
名
）と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
公
開
さ
れ
て
い
る
場
合
、
盗
聴
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
外
出
先
で
の
業
務
が
多

い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｖ
Ｐ

Ｎ（
仮
想
専
用
線
）や
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
な
ど

を
利
用
す
る
よ
う
に
し

た
い
。
加
え
て
、
不
特

定
多
数
の
利
用
者
が
同

一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

に
接
続
す
る
場
合
、
設

定
の
不
備
に
よ
り
、
不

正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
フ
ァ
イ
ル
や
フ
ォ
ル

ダ
の
共
有
設
定
は
解
除
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
に
当
た
っ

て
の
危
険
性
や
社
内
ル
ー
ル
は
、
従
業
員

教
育
を
行
な
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、

万
が
一
の
場
合
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
ル
ー
タ
ー
な
ど
の
ロ
グ

を
取
得
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）で
は
企
業
で
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導

入
・
運
用
時
の
危
険
回
避
を
考
え
る
た
め

の
資
料
と
し
て「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ〈
危
険
回
避
〉

対
策
の
し
お
り
」を
公
開
し
て
い
る
。
詳
し

く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://w

w
w
.ipa.

go.jp/security/antivirus/shiori.htm
l

）

を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

第
20
回

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
潜
む
リ
ス
ク

中小企業のセキュリティー対策

無線 LAN〈危険回避〉対策のしおり
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TALK

TALK
変
わ
る
消
費
税
制
度
、し
っ
か
り
知
っ
て
早
め
に
準
備
を
！

Q　
鹿
児
島
税
務
署
長
に
就
任
し
て
、
ど

ん
な
思
い
を
お
持
ち
で
す
か
？

A　
久
し
ぶ
り
に
鹿
児
島
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
故
郷
の
皆
様
の
た
め
に
働
け
る

の
は
、
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
　

鹿
児
島
に
着
任
し
て
ま
ず
感
じ
た
の

は
、
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』に
よ
る

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
経
済
効
果
も
か

な
り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
元
気
の

あ
る
雰
囲
気
が
２
０
１
９
年
以
降
も
続

い
て
い
く
よ
う
に
、
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
さ
て
、
国
税
庁
の
使
命
は「
納
税
者
の

自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
現
す
る
」こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
納
税
者
の
皆
様
が
不
公
平
感
を
持
つ

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
適
正
・
公
平
な

課
税
・
徴
収
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
　
「
不
易
流
行
」（
本
質
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
変
化
も
取
り
入
れ
て
い
く
）の
精
神

で
、変
え
る
べ
き
こ
と
は
変
え
て
、し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
も
若
い
職
員
を
育
て
な
が
ら
、

よ
り
良
い
組
織
を
作
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

消
費
税
制
度
が
10
月
に
変
わ
り
ま

す
。
注
意
点
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
「
県
内
企
業
の
35
％
が
準
備
ま
だ
」と

い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
飲
食
料
品

等
の
取
り
扱
い
が
な
い
事
業
者
や
免
税

事
業
者
の
中
に
は
、「
自
分
は
関
係
な

い
」と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
消
費
税
は

す
べ
て
の
事
業
者
に
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
免
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
区
分

記
載
請
求
書
・
領
収
書
を
取
引
相
手
か

ら
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
で
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る「
軽
減
税
率
対

策
補
助
金
」の
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
申
請
に
は
期
限
が
あ
る
の
で
、
知

ら
な
か
っ
た
と
慌
て
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
減
税
率
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
や

税
理
士
会
な
ど
で
は
独
自
に
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
も
説
明
会
・
研
修
会
を
順
次

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
ち

ら
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Q　
平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
新
た

に
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

A　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」は
、
年
々
進
化

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
作
成
す
れ
ば
計

算
誤
り
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告

書
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
場
合
は

従
来
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
方
式
」に
加
え
、

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
一
度
、
こ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て
い
た

だ
く
と
、
そ
の
使
い
や
す
さ
や
便
利
さ

を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
者
の
医
療
費
控
除
・

ふ
る
さ
と
納
税
の
還
付
申
告
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
専
用
画
面
で
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）等
を
活
用
し
、
新
し
い
仕
掛
け
を

盛
り
込
み
な
が
ら
、
納
税
者
の
利
便
性

の
向
上
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ふるぞの ひさのり さん（60歳）
鹿児島県出身
1977年	 4月　熊本国税局に入局
2005年	 7月　熊本国税局課税部課税総括課 課長補佐
2007年	 7月　税務大学校総合教育部 教授
2009年	 7月　熊本西税務署 副署長
2010年	 7月　熊本国税局課税部審理官
2012年	 7月　熊本国税局総務部人事第二課長
2013年	 7月　川内税務署長
2014年	 7月　熊本国税局課税部法人課税課長
2016年	 7月　熊本国税局課税部課税総括課長
2017年	 7月　熊本国税局課税部 次長
2018年	 7月　鹿児島税務署長

PR
O

FI
LE

鹿児島税務署
署長　古園 久徳 さん

5 アイム（2019年3月号）



会員さん

い
い
も
の
を
置
く

そ
し
て
親
し
み
や
す
い
お
店
に

「
北
野
さ
ん
の
野
菜
は
美
味
い
よ
な
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
い
ち
ば
ん
う
れ
し

い
。
だ
か
ら
、
い
い
も
の
を
置
き
た
い
。

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
商
売
を
し
て
い
け
ば
、
結
果
は

つ
い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
業
は
戦
後
す
ぐ
の
頃
で
、
父
が
始
め

ま
し
た
。
私
も
子
供
の
頃
か
ら
店
を
手
伝

わ
さ
れ
て
、
八
百
屋
の
風
景
が
日
常
的
な

も
の
で
し
た
。
40
年
ほ
ど
前
に
私
が
あ
と

を
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地

域
で
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
た
の
は
、
妻
の
力
も
大
き
い
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
店
頭
に
出
る
こ

と
が
あ
ま
り
な
く
、
接
客
は
妻
に
任
せ
て

き
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
く
て
入
り
や
す

い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

商
工
会
議
所
も
協
力

商
工
会
議
所
と
の
付
き
合
い
は
父
の
代

か
ら
。
50
年
以
上
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ち
ば
ん
助
か
っ
て
い
る
の
は
決
算
の
相

談
で
す
。
毎
年
、
申
告
の
前
に
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
マ
ル
経
融
資（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
）も
受
け
、
こ
の
資
金
で
配
達
用
の
軽

バ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

草
牟
田
通
り
会
と
し
て
も
、
商
工
会
議

所
と
縁
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
通
り
会
が

県
の
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
の
と
き
に
は
商
工
会
議
所
も
メ
ン
バ
ー

に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
商

工
会
議
所
の
方
は
、
商
店
街
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
頑
張
っ
て

く
れ
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
く

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
商
店
街
が
担

う
役
割
は
大
き
い
。
草
牟
田
に
は
い
い
店

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
く
協
力
し
あ
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
毎
月
第
2
日
曜
日
に

は
各
店
が
参
加
す
る「
日
曜
朝
市
」を
開
催
。

5
年
続
い
て
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
商
品
作
り

で
の
協
力
も
あ
り
ま
す
。
当
店
の
イ
チ
ゴ

を
使
っ
て
、
菓
子
店
が「
い
ち
ご
大
福
」を

作
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
店
と
店
と
の

交
流
、
住
民
と
の
交
流
を
大
事
に
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

お
店
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
基
本

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
い
い
商
品
を
揃
え
、

地
域
密
着
型
の
経
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

最
近
で
は
配
達
が
増
え
て
い
ま
す
。
高

齢
の
方
は
店
ま
で
来
る
の
も
大
変
で
す
か

ら
、
電
話
で
注
文
を
受
け
て
家
ま
で
届
け

る
の
で
す
。
ま
た
、
店
ま
で
買
い
に
来
ら

れ
た
場
合
で
も
、
荷
物
が
重
く
な
る
よ
う

な
ら
お
客
様
を
車
で
送
っ
た
り
も
し
ま
す
。

子
供
た
ち
の
見
守
り
も
私
た
ち
の
よ
う

な
商
店
の
役
目
で
す
。
近
所
の
子
供
た
ち

は
、
学
校
か
ら
帰
る
と
こ
の
店
に
も「
た
だ

い
ま
」と
挨
拶
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
交
流

も
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。

10
年
ほ
ど
前
か
ら
息
子
夫
婦
も
店
を
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ

と
は
息
子
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
は

ず
。
3
代
目
で
も
っ
と
良
い
店
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

きたの商店

創 業 昭和21年

所 在 地 鹿児島市草牟田1-3-5

T E L 099-222-4095

営 業 時 間 10:00～19:30

定 休 日 日曜日

やや歴史を感じさせる味のある店舗。国道3号沿いに
あり、地域住民に良い品をお手頃価格で提供している

会員さん情報

きたの商店
代表　北

きた

野
の

 修
おさむ

 さん（71）

クローズアップ
店頭には美味しい野菜・果物が並ぶ。そして、昔ながらのあたたか
みのある雰囲気もこの店の魅力です。北野修さんは「草牟田通り
会」の会長でもあり、地域づくりにも取り組んでいます。

地
域
の
お
役
に
立
て
る
お
店
で
あ
り
た
い
、こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も

会員さんクローズアップ
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 PHOTO NEWS
第
７
回
Ｙ
Ｙ
フ
ェ
ス
タ

青
年
部
が
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン大会

を
開
催

1
月
27
日
、
鹿

児
島
商
工
会
議
所

青
年
部
は
、
Ｙ
Ｙ

フ
ェ
ス
タ
を
か
ん

ま
ち
あ
で
開
催
し

た
。
7
回
目
の
今

年
は「
タ
ス
キ
を

つ
な
げ
！
一
歩
の

チ
カ
ラ
」を
テ
ー

マ
に
、
８
～
20
人

で
チ
ー
ム
を
組
む

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
企
画
、
当

日
は
20
チ
ー
ム
・
約
３
０
０
名
が
参
加
し

た
。
外
周
５
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を
１
５
０

分
間
で
何
周
走
れ
る
か
を
競
い
、
途
中
40

分
ご
と
に
昨
年
の
明
治
維
新
１
５
０
周
年

に
ち
な
み
明
治
維
新
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
を

解
き
な
が
ら
、
参
加
者
は
楽
し
く
走
っ
て

い
た
。

参
加
者
か
ら
は「
孫
と
一
緒
に
走
れ
て
よ

か
っ
た
」「
疲
れ
た
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
や
っ
て

ほ
し
い
」な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。
青
年
部
の

福
留
会
長
は「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
目

的
に
始
め
た
催
し
。
今
後
も
楽
し
く
面
白

い
事
業
を
企
画
し
、
さ
ら
に
青
年
部
の
認

知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

ベ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー

感
動
を
生
む
一
流
の

お
も
て
な
し
に
つ
い
て
学
ぶ

２
月
５
日
、
株
式
会
社
髙
島
屋 

日
本
橋

店 

総
務
部
顧
客
グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
で
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
敷
田
正
法
氏
を
講
師
に

招
き
、
ベ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
常
に
お
客
様
に
寄
り

添
う
気
持
ち
を
持
つ
事
の
重
要
性
を
は
じ

め
、
お
客
様
か
ら
頂
い
た
意
見
を
大
切
に

す
る
こ
と
や
日
頃
の
自
己
啓
発
を
通
し
て

問
題
解
決
能
力
を
養
う
こ
と
な
ど
、
お
も

て
な
し
を
実
践
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

考
え
方
に
つ
い
て
、
講
師
の
実
体
験
や
事

例
を
交
え
て
解
説
が
あ
っ
た
。

89
名
の
受
講
者
か
ら
は
、「
講
師
の
体
験

談
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載
で
参
考
に
な
っ

た
」「
学
ん
だ
こ
と
を
接
客
対
応
や
営
業
で

活
か
し
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

1月
27日

2月
5日

フォトニュース
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か
ご
し
ま
検
定
２
１
４
人
が
挑
戦
！

当
商
工
会
議
所
は
２
月
３
日
、
県
内
お

よ
び
東
京
、
大
阪
の
会
場
で「
か
ご
し
ま
検

定
試
験
」を
実
施
し
た
。

自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
５
分
野
か
ら

の
問
題
に
、
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
、
シ
ニ

ア
マ
ス
タ
ー
、
マ
ス
タ
ー
の
３
階
級
合
わ

せ
て
２
１
４
人
が
挑
戦
し
た
。

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
増
加
に
伴
っ
て
、

も
て
な
す
側
に
も
、
鹿
児
島
に
関
す
る
知

識
を
深
め
た
い
と
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

〈
か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
〉

合
格
に
向
け
26
人
が
受
講

１
月
20
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探

検
の
会
代
表
理
事
の
東
川
隆
太
郎
氏
を
講

師
に
招
き
、
か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

26
人
の
受
講
者
は
、
自
然
・
歴
史
・
文

化
な
ど
の
５
分
野
に
つ
い
て
、
約
３
時
間

の
講
義
を
受
講
し
、
最
後
は
理
解
度
を
確

認
す
る
た
め
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
も
挑
戦
し

た
。
講
義
終
了
後
に
は
、
東
川
講
師
に
質

問
す
る
受
講
者
も
多
数
み
ら
れ
、
合
格
に

向
け
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

■お申し込み・お問い合わせ　鹿児島商工会議所 産業振興部 産業振興課
TEL: 099-225-9540　FAX: 099-227-1977　E-mail：shinkou@road.ocn.ne.jp

かごしま検定は年３回開催！ 鹿児島の知識を深めませんか？

公式テキストブック販売中！
「かごしま検定」2,160円（税込）
※10月以降2,200円（税込）

県内の主要書店、当商工会議所にて販売して
います。

受験対策セミナー日程のお知らせ
①2019年5月12日（日）　13：30～16：30
②2020年1月19日（日）　13：30～16：30
受講料：3,240円（税込）
※②の1月開催分は3,300円（税込）

スケジュール
施行日・申し込み受付期間 検定階級
2019年6月2日（日）
申し込み受付期間
2019年4月1日（月）〜

5月10日（金）

第38回マスター
第36回シニアマスター
第25回グランドマスター

2019年9月11日（水）
申し込み受付期間
2019年7月16日（火）〜

8月16日（金）

第39回マスター
第37回シニアマスター

2020年2月2日（日）
申し込み受付期間
2019年12月2日（月）〜

2020年1月10日（金）

第40回マスター
第38回シニアマスター
第26回グランドマスター

受験概要
施行日 6/2・9/11 2/2

受 験 料
マスター
シニアマスター
グランドマスター

3,240円
4,320円

（税込）

3,300円
4,400円

（税込）

試 験 地
県内９地域と東京都、大阪府の11箇所
※お申し込みの際に受験希望会場をご記入

ください。

申込方法

銀行振込または窓口でのお申し込み（グラン
ドマスター試験は窓口のみになります。）
詳細は下記連絡先までお問い合わせくださ
い。

かごしま検定案内
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人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

会
長　

坂
本 

光
司

に
学
べ

快
進
撃
企
業

岡
山
駅
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
走
っ
た
場

所
に
２
階
建
て
の
美
し
い
建
物
が
あ
る
。

こ
こ
が
、
２
０
１
８
年
春
に
完
成
し
た「
株

式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ー
ズ
」の
新
社
屋
で

あ
る
。
１
階
は
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
と
70

人
ほ
ど
が
座
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
２
階
は

事
務
室
と
パ
ー
テ
ィ
ー
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
用
途
で
約
１
０
０
人
収
容
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
の
現
在
の
主
事
業
は
、
幼
稚
園
や

保
育
園
・
小
学
校
な
ど
の
学
校
給
食
、
市

役
所
や
会
社
の
社
内
食
堂
の
運
営
受
託
、

そ
し
て
、
お
せ
ち
や
お
弁
当
の
製
造
販
売

で
あ
る
。

創
業
は
、
今
か
ら
17
年
前
の
02
年
、
現

社
長
の
秋
山
裕
一
氏
が
立
ち
上
げ
た
。

き
っ
か
け
は
祖
父
が
創
業
し
た
す
し
店

だ
っ
た
。
そ
の
後
に
始
め
た
弁
当
屋
を
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
り
、
29
歳
の
と
き
に
本
格

的
に
そ
の
弁
当
屋
を
引
き
継
ぐ
形
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

秋
山
社
長
は
祖
父
の
苦
労
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
た
こ
と
で
、
他
社
と
の
差
別
化

を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
考
え
、

二
つ
の
差
別
化
経
営
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

一
つ
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
を
主
た
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
給
食
の
請
負
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は「
食
の
安
全
・
安

心
と
自
然
の
お
い
し
さ
の
両
立
」を
テ
ー
マ

に
し
た
自
然
派
給
食
の
提
案
で
あ
る
。

例
え
ば
、
調
味
料
は
無
添
加
、
野
菜
は

国
産
中
心
、
米
は
岡
山
県
鏡
野
町
を
流
れ

る
吉
井
川
の
源
流
で
つ
く
ら
れ
た
地
元
の

も
の
。
ま
た
主
食
の
玄
米
に
付
く
お
か
ず

も
、
ひ
じ
き
煮
、
カ
ボ
チ
ャ
煮
、
み
そ
汁

と
い
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
料
理
で
あ

る
。
そ
し
て
加
え
て
い
う
と
、
農
産
品
は

同
社
の
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
ス
タ
ッ

フ
が
農
家
の
田
畑
を
訪
問
し
、
手
分
け
し

て
一
緒
に
い
い
も
の
を
届
け
よ
う
と
精
を

出
し
て
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
誠
実
な
経
営
姿
勢
が
次
第
に

地
域
社
会
に
評
価
さ
れ
て
、
今
や
幼
稚
園
や

保
育
園
・
学
校
の
み
な
ら
ず
、
市
役
所
や
多

く
の
企
業
の
社
員
食
堂
の
運
営
を
受
託
す
る

ま
で
に
至
っ
た
。
近
年
で
は
地
域
社
会
か
ら

の
要
望
も
強
く
、
介
護
施
設
の
食
堂
の
運
営

を
受
託
す
る
。
ま
た
、
岡
山
県
内
が
中
心
で

あ
っ
た
事
業
だ
が
、
こ
の
う
わ
さ
を
聞
き
つ

け
た
県
外
企
業
か
ら
の
要
請
も
多
く
、
今
で

は
東
京
都
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
給
食
の

受
託
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の

間
一
貫
し
て
社
員
と
家
族
を
重
視
し
た
経

営
を
ぶ
れ
ず
に
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

現
在
で
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、

ス
タ
ッ
フ
数
は
２
５
０
人（
う
ち
栄
養
士

（
管
理
栄
養
士
含
む
）が
25
人
、
調
理
師
が

50
人
）に
ま
で
成
長
発
展
し
て
い
る
。

同
社
の
経
営
理
念
は「
私
た
ち
は『
食
』の

持
つ
力
を
追
求
し
、
夢
が
広
が
る
お
い
し

さ
を
創
造
し
ま
す
。
食
の
力
で
世
界
の
人
々

を
幸
せ
に
す
る
」で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
脈
を
生
か
し
、
新
た
に

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
が
動
き
出
し
て
い
る
。

人
の
た
め
自
然
派
給
食
を
展
開
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ー
ズ

Sakamoto Kouji　さかもと・こうじ
人を大切にする経営学会会長。1947年生まれ。福
井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授。法政大
学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、
同静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や
県、市町、商工会議所などの審議会・委員会の委
員を多数兼務している。著書に『日本でいちばん大
切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快
進撃が続くのか』（かんき出版）など。

快進撃企業に学べ
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経営相談ガイド

補
助
金
ナ
ビ

使
え
る
補
助
金
・

助
成
金
を
ま
と
め
ま
し
た

「
利
用
可
能
な
補
助
金
の
情
報
を
ど
こ
で

調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

そ
ん
な
方
に
、
補
助
金
ナ
ビ
は
、
国
や

県
、
そ
の
他
の
機
関
が
交
付
す
る
中
小
企

業
、
小
規
模
事
業
者
向
け
の
補
助
金
、
助

成
金
の
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
常
、
各
補
助
金
の
情
報
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
交
付
団
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
ナ
ビ
は
こ

れ
を
ま
と
め
て
一
覧
で
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
時
間
を
か
け
ず
に
補
助
金
の
情
報

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
補
助
金
ナ
ビ
は
鹿
児
島
商
工
会
議
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
商
工
会
議
所
補
助
金
ナ
ビ
で
検
索

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www.kagoshim
a-cci.or.jp/?p=28

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

タイ
ム
リ
ー
な
情
報
をいち

早
く
キ
ャ
ッ
チ

経
営
に
役
立
つ
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、

相
談
会
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
を
毎
月
２
回
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
の
た
め
、
手
軽

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
す
ぐ
に
得
ら
れ
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

■
主
な
配
信
内
容

○
商
工
会
議
所
の
新
着
情
報

○
相
談
会
・
各
種
制
度
の
ご
案
内

○
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
案
内

○
お
役
立
ち
地
域
情
報

■
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら
→

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www.kagoshim
acci.or.jp/?p=59

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 
経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
2
2
5
）9
5
3
4

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
2
2
5
）9
5
3
4

先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
設
備
投
資
の
導
入
に
際
し
、

支
援
措
置（
税
制
支
援
・
金
融
支
援
・
補
助
金
の
優
先
採
択
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

当
商
工
会
議
所
は
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
目
指
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
計
画
書
作
成
を
支
援
し
ま
す
。

設
備
投
資
を
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」の
作
成
を
支
援
し
ま
す

～
新
た
な
設
備
投
資
を
後
押
し
す
る
３
つ
の
支
援
措
置
～

■
先
端
設
備
等
導
入
計
画
と
は
？

中
小
企
業
者
が
、
①
計
画
期
間
内
に
、

②
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
③

先
端
設
備
等
を
導
入
す
る
計
画
を
策
定
し
、

所
在
す
る
市
区
町
村
の「
導
入
促
進
基
本
計

画
」等
に
合
致
す
る
場
合
に
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
３
つ
の
支
援
措
置

○
税
制
支
援

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
３
年
間　

ゼ
ロ
に
軽
減

○
金
融
支
援

信
用
保
証
協
会
が
普
通
保
険
等
と
は
別

枠
で
追
加
保
証
枠
を
設
定

○
補
助
金
の
優
先
採
択

一
部
の
補
助
金
で
審
査
時
の
加
点

（
例
）も
の
づ
く
り
補
助
金

■先端設備等導入計画の主な要件
主な要件 内容
計画期間 3年間、4年間又は5年間

労働生産性

計画期間において、基準年度※比で労働生産性が年平均3% 以上向上すること
※直近の事業年度末
○算定式　 （営業利益 ＋ 人件費 ＋ 減価償却費）

労働投入量
（労働者数 又は 労働者数×1人当たり年間就業時間）

先端設備等
の種類

労働生産性の向上に必要な生産、販売活動等の用に直接供される下記設備
【減価償却資産の種類】
機械装置、測定工具及び検査工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウェア

計画内容

○導入促進指針及び促進基本計画※に適合するものであること
○先端設備等の導入が円滑かつ確実に実施されると見込まれるものである

こと
○認定経営革新等支援機関（商工会議所、商工会等）において事前確認を

行った計画であること
※市町村によって、対象設備及び地域等が異なる場合あり

経
営
相
談
ガ
イ
ド

経
営
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

企
業
支
援
部
経
営
支
援
1
課　
T
E
L
：
0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
3

企
業
支
援
部
経
営
支
援
2
課　
T
E
L
：
0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
4
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当
商
工
会
議
所
は
、
平
成
30
年
分
の
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
決
算
・
確
定
申
告

個
別
相
談
会
を
２
月
18
日
よ
り
開
催
し
ま

す
。個

人
事
業
主
の
方
を
対
象
に
、
職
員
が

記
帳
の
仕
方
や
減
価
償
却
費
の
計
算
、
決

算
振
替
仕
訳
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
決
算

書
や
確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

委
託
税
理
士
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
会
で
作
成
し
た
決
算
書
や
申
告
書

は
、
当
商
工
会
議
所
か
ら
税
務
署
へ
提
出

し
ま
す
。
下
記
必
要
書
類
を
ご
持
参
の
う

え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

・
２
月
18
日（
月
）
～
３
月
15
日（
金
）※
土

日
祝
日
を
除
く

※
３
月
12
日
ま
で
の
期
間
は
、
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

・
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
最
終
日
は
12
時
受
付
終
了

■
場
所　
当
商
工
会
議
所
13
階
会
議
室

■
相
談
料（
税
込
）

［
会
員
ま
た
は
小
規
模
事
業
者
］

　
所
得
税
ま
た
は
消
費
税
の
み 

４
３
２
０
円　

　
所
得
税
・
消
費
税
の
両
方　

 

８
６
４
０
円

［
非
会
員
］　

　
所
得
税
ま
た
は
消
費
税
の
み１

７
２
８
０
円

　
所
得
税
・
消
費
税
の
両
方２

１
６
０
０
円

■
必
要
な
書
類
な
ど

・「
平
成
30
年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

の
通
知
ハ
ガ
キ（
税
務
署
よ
り
送
付
さ
れ

た
も
の
）

※
ご
持
参
が
な
い
場
合
、
確
定
申
告
書
の

完
成
が
翌
日
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年（
29
年
）・
前
々
年（
28
年
）の
決
算

書
、
確
定
申
告
書
の
控
え

・
現
金
出
納
帳
、
売
上
、
仕
入
、
経
費
な

ど
の
諸
帳
簿
等

・
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
小
規
模
企
業

共
済
な
ど
の
控
除
証
明
書

・
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
納
付
済

領
収
証
書
ま
た
は
納
付
証
明
書

・
源
泉
徴
収
票（
年
金
、
給
与
、
報
酬
な
ど
）

・
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
電
卓

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

カ
ー
ド（
事
業
専
従
者
、
扶
養
親
族
の
分

も
必
要
で
す
）

※
通
知
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
事
業
主
の
本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
写
真
付
身
分
証
明
書
）も
必
要
で

す
。

決
算
・
確
定
申
告
個
別
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

経営相談ガイド
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中
小
・
小
規
模
企
業
で
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
後
継
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
承
継
や
、
事
業
を
引
き
継
ぐ
方
が
な
く
廃
業
と
な
る
な
ど
の
事
業
承
継
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

「
鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
親
族
等
へ
の
引
継
ぎ
を
は
じ
め
、
後
継

者
不
在
で
事
業
の
存
続
に
悩
み
を
抱
え
る
県
内
の
中
小
・
小
規
模
企
業
の
皆
さ
ま
や
、
こ
れ

か
ら
事
業
を
引
き
継
ぐ
意
志
の
あ
る
方
々
に
対
し
、
事
業
の
承
継
や
譲
渡
な
ど
に
関
す
る
知

識
と
経
験
を
有
す
る
専
門
相
談
員
が
適
切
な
助
言
や
情
報
提
供
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
税
務
、
法
務
な
ど
の
外
部
専
門
家
の
助
言
に
よ
る

支
援
も
行
い
ま
す
。

「
後
継
者
や
第
三
者
へ
の
引
継
ぎ
」 

悩
む
前
に
ご
相
談
を

事
業
引
継
ぎ
支
援

■
相
談
例

○
個
人
事
業
主
で
あ
る
が
、
事
業
の
引

き
継
ぎ
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

○
後
継
者
が
い
な
い
。
誰
に
会
社
を
託

せ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

○
事
業
承
継
計
画
の
作
り
方
、
事
業
承

継
に
か
か
る
資
金
調
達
や
、
手
続
き

の
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

■
相
談
ま
で
の
流
れ

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
相
談

の
申
し
込
み（
事
前
予
約
制
）

②
後
日
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
の
日
程

や
相
談
内
容
の
確
認
な
ど
を
連
絡
し

ま
す

③
専
門
相
談
員
に
よ
る
面
談
を
行
い
ま

す

■
ご
相
談
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類

○
会
社
概
要（
事
業
内
容
、
沿
革
、
組
織

体
制
が
わ
か
る
も
の
）

※
手
書
き
で
も
可

○
決
算
書
、
申
告
書（
直
近
１
期
分
）

将
来
に
備
え
て
の
相
談
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
事
業
承
継
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
と

い
う
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
事
業
引
継
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ア
イ
ム
ビ
ル
13
階 

鹿
児
島
商
工
会
議
所
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
4

　
F
A
X 

0
9
9（
2
2
7
）1
9
7
7

　
メ
ー
ル k-hikitsugi@

chic.ocn.ne.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

で
検
索

経営相談ガイド
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部
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

福
岡
商
工
会
議
所
と
の
部
会
長
・
副
部
会
長
交
流
会

■
日
時　
11
月
27
日　
16
時
～

■
場
所　
当
商
工
会
議
所
14
階
大
会
議
室

■
概
要

当
商
工
会
議
所
は
福
岡
商
工
会
議
所
と

部
会
長
・
副
部
会
長
交
流
会
を
開
き
、
計

26
人
の
正
副
部
会
長
が
、
自
社
の
概
要
や

部
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
内
容
を
紹

介
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

双
方
か
ら
、
部
会
研
修
会
、
視
察
研
修

の
企
画
運
営
や
参
加
募
集
の
方
法
、
会
員

向
け
の
発
信
事
業
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

質
問
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
回
の
交
流
会
を
皮
切
り
に
、

今
後
と
も
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
た

い
と
い
う
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。

酒
類
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と

２
０
１
９
年
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

商
業
部
会
委
員
研
修
会

■
日
時　
1
月
22
日　
18
時
30
分
～

■
場
所　
山
形
屋「
社
交
室
」

■
講
師

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
南
部
九
州
支
社

鹿
児
島
支
店
長　
井
本 

亜
香 

氏

■
概
要

酒
類
の
市
場
動
向
は
、
ビ
ー
ル
類
の
減

少
傾
向
が
続
く
一
方
で
、
Ｒ
Ｔ
Ｄ（Ready 

To D
rink

：
そ
の
ま
ま
す
ぐ
飲
め
る
缶

チ
ュ
ー
ハ
イ
や
缶
カ
ク
テ
ル
な
ど
低
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
の
呼
称
）や
ウ
イ
ス
キ
ー
は
今

後
も
伸
長
が
見
込
ま
れ
る
。

ビ
ー
ル
は
大
手
５
社
で
、
１
年
間
に
50

ア
イ
テ
ム
前
後
発
売
さ
れ
る
の
に
対
し
、

Ｒ
Ｔ
Ｄ
は
１
８
０
以
上
も
出
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
20
代
で
は
自
宅
で
最

も
飲
む
お
酒
と
し
て
、
ビ
ー
ル
類
を
抜
き

Ｒ
Ｔ
Ｄ
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
働
き
方
改
革
や
早
帰
り
の
推
奨

に
よ
り
、
職
場
以
外
で
過
ご
す
時
間
が
長

く
な
る
こ
と
で
、
食
事
中
だ
け
で
な
く
空

い
た
時
間
に
ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で

お
酒
を
楽
し
む
等
、
飲
み
方
に
も
変
化
が

生
ま
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

２
０
１
９
年
は
、
主
力
ブ
ラ
ン
ド
の
集

中
投
資
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
事
業
の
強
化

を
通
し
て「
多
様
な
ビ
ー
ル
を
選
ん
で
、
多

様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
」ワ
ク
ワ
ク
す
る

ビ
ー
ル
文
化
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
来
て
も
ら
う

長
く
泊
っ
て
も
ら
う
た
め
に

観
光
・
飲
食
・
交
流
部
会
委
員
研
修
会

■
日
時　
1
月
30
日　
18
時
30
分
～

■
場
所　
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

■
講
師

　
（
公
社
）鹿
児
島
県
観
光
連
盟

専
務
理
事　
倉
野 

満 

氏

■
概
要

政
府
は
２
０
２
０
年
に
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
を
４
０
０
０
万
人
と
す
る
数

値
目
標
を
掲
げ
、
昨
年
に
は
は
じ
め
て

３
０
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
近
年
で
は
地
方
に
流
れ
始
め
て
い
る
。

観
光
立
県
を
目
指
す
鹿
児
島
県
で
は
、

大
河
ド
ラ
マ
が
終
了
し
、
観
光
客
の
反
動

減
も
予
想
さ
れ
る
中
、
平
成
31
年
度
の
延

べ
宿
泊
者
数
を
９
５
０
万
人
、
観
光
消
費

額
を
３
６
０
０
億
円
と
す
る
数
値
目
標
を

掲
げ
、
旅
行
者
に
ま
た
来
て
も
ら
い
、
よ

り
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

鹿
児
島
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

た
め
に
は
適
切
な
情
報
収
集
が
求
め
ら
れ

る
。
鹿
児
島
県
の
有
利
性
を
把
握
し
、
観

光
資
源
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
と
と

も
に
、
県
民
一
人
一
人
が
鹿
児
島
に
誇
り

を
持
ち
、
そ
の
魅
力
を
内
外
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
最
も
効
果
的
な
情
報
発
信
手

段
の
一
つ
で
あ
る
。

部会・
委員会
活動報告

部会・委員会活動報告
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自
社
の
課
題
や
目
標
を
明
確
に
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・
情
報
化
委
員
会
研
修
会

■
日
時　
2
月
4
日　
13
時
30
分
～

■
場
所　
当
商
工
会
議
所
14
階
大
会
議
室

■
講
師

　
（
公
財
）日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会

西
日
本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
長佐々

木 
一
敏 

氏

■
演
題

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
最
新
動
向

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
～

■
概
要

人
口
減
少
や
人
材
不
足
、
法
規
制
に
よ

る
労
働
時
間
の
削
減
な
ど
を
要
因
と
し
て
、

日
本
で
は
生
産
性
向
上
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
仕
事
は
人
が
行
う
も
の
だ
が
、
人

だ
け
に
頼
る
の
は
限
界
が
あ
り
、
企
業
が

生
産
性
向
上
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
短

時
間
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど「
働
く
制

度
」と
、
定
型
業
務
の
自
動
化
や
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど「
働
く
シ
ス
テ
ム
」

の
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
事
業
活
動

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
事
業
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
活

用
で
き
人
材
不
足
を
カ
バ
ー
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
近
年
は
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

で
ク
ラ
ウ
ド
が
提
供
さ
れ
、
ま
た
、
汎
用

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昔
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ド
に
自
社
の
業
務
を

合
わ
せ
る
必
要
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

自
社
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
も
よ

い
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
保
守
、
コ
ス
ト

な
ど
を
考
え
る
と
、
従
業
員
が
少
な
い
企

業
に
は
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
が
適
し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
す

る
が
、
ま
ず
は
Ｒ
Ｐ
Ａ（Robot Process 

Autom
ation

）。
こ
れ
は
定
型
作
業
を
自

動
化
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
注
文

書
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ー
タ
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処

理
し
て
、
別
の
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
や
送

り
状
の
発
行
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
入
力
す

る
よ
う
な
作
業
を
自
動
化
し
て
く
れ
る
。

処
理
の
ル
ー
ル
が
明
確
な
も
の
や
、
分
量

が
多
い
も
の
、
毎
日
発
生
す
る
よ
う
な
業

務
な
ど
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
は
適
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
は
既
に
利
用
し
て
い
る
方

も
多
い
と
思
う
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ（Contents 

M
anagem

ent System

）も
有
用
で
あ
る
。

専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
テ
キ
ス
ト
や
画

像
な
ど
の
情
報
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
構
築
と
運
用
を
簡
単
に
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
や
経
費
精
算
・
会
計
シ
ス
テ
ム
、
製

造
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
は
外
出
先
で

も
利
用
で
き
、
営
業
活
動
の
効
率
化
な
ど

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

○
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト

２
０
４
５
年
に
は
人
工
知
能
が
人
を
超

え
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
中
、
労
働
力
や

技
術
を
補
う
意
味
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
支
え
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
さ
ら
に

急
速
に
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
部

は
実
用
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
り
、
例
え
ば
、

空
港
で
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン（
手
荷
物
預
け
）

や
、
カ
フ
ェ
、
ホ
テ
ル
の
受
付
や
ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
の
配
送
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
株
式
投
資
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｉ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
て
過
去
の
ト

レ
ン
ド
を
分
析
し
、
瞬
時
に
判
断
し
て
自

動
で
株
の
売
買
を
行
う
シ
ス
テ
ム
も
存
在

す
る
。
そ
の
他
に
も
Ａ
Ｉ
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像

か
ら
癌
を
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
Ａ

Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て
特
定
の
人
だ
け
が
持

つ
高
度
な
ス
キ
ル
が
水
平
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
事
例

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
を
展
開
し
て

い
る
宮
崎
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ハ
ウ
ス
は
、
24
時

間
３
６
５
日
受
付
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、
全
店
舗
に
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
。
洗
濯
機
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
端
末
で
遠

隔
操
作
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
店
舗
の
運
営
や
管
理
に
必
要
な
活
動
が

す
べ
て
本
部
か
ら
提
供
さ
れ
、
加
盟
店
の

店
舗
運
営
に
関
す
る
負
荷
を
実
質
ゼ
ロ
に

し
て
い
る
。
利
用
者
側
に
と
っ
て
も
、
例

え
ば
間
違
っ
て
隣
の
洗
濯
機
に
お
金
を
入

れ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
そ
の
場
で
連
絡
で

き
て
、
機
械
を
遠
隔
操
作
し
て
止
め
て
も

ら
う
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に
即
時
に
対
応
し

て
も
ら
え
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
奈
川
の
老
舗
旅
館
陣
屋
は
、

経
営
不
振
で
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た

が
、
顧
客
情
報
や
予
約
情
報
、
対
応
情
報

を
、
受
付
は
も
ち
ろ
ん
仲
居
や
駐
車
場
の

案
内
係
ま
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
情
報
共
有
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現
し
、
経
営

再
建
を
果
た
し
て
い
る
。

○
生
産
性
向
上
の
成
功
に
向
け
て

生
産
性
向
上
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
ま

ず
は
自
社
の
現
状
を
整
理
し
、
真
の
課
題

を
明
確
化
し
て
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
導

入
に
よ
っ
て
ど
う
な
り
た
い
の
か
、
ど
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
れ
ば
い
い
の
か
、

進
め
方
を
社
員
と
意
識
合
わ
せ
し
て
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
使
わ

れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
。

実
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
わ
な
く
て
も
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
会
議
時
間
や
電

話
応
対
時
間
の
削
減
な
ど
、
無
駄
を
な
く

す
仕
組
み
づ
く
り
も
重
要
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を

区
別
し
、
な
る
べ
く
経
費
を
か
け
な
い
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

部会・委員会活動報告
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インフォメーション

東進ハイスクールの日本史トップ講師として、また、日本テレビ「世界一受けたい授業」をはじめ、テレビ・
新聞・雑誌など、多くのメディアで活躍中の歴史コメンテーター・金谷俊一郎氏を講師にお迎えします。今
回、歴史を楽しくわかりやすく伝える金谷氏に、歴史から学ぶ現代経営のヒントを語って頂きます。多数の
皆様のご参加をお持ちしております。

鹿児島商工会議所は、会員事業所をはじめとする地域の商工業者の皆さまに、交流や情報交換などお互い
の親睦を深め、新たなネットワークを築いていただくことを目的に会員交流会を開催します。

会員事業所であれば業種や規模を問わず、どなたでもご参加頂けます。会員にご加入でない事業所の方に
も、これを機会に商工会議所とのつながりを深めて頂きたく存じますので、取引先やお知り合いにもお声掛
けのうえ、お気軽にご参加くださいますようご案内申し上げます。

皆様のご参加をお待ちしております。

■日　時：平成31年3月29日（金）15：30〜17：00
■場　所：城山ホテル鹿児島2階クリスタルガーデン
■講　師：金谷 俊一郎 氏（歴史コメンテーター）
■演　題：「歴史から学ぶ ~ 今、日本に求められる経営者像とは ~」
■定　員：500名
■聴講料：無料
■申込み：巻末チラシの参加申込書にご記入の上、FAX にてお送り下さい。
　　　　　当所ホームページからもお申込みを受付けております。
　　　　　※参加者の皆様には、後日、聴講券を送付いたします。（3/25発送予定）

【参加資格】　・鹿児島商工会議所の会員の方
　　　　　　・鹿児島商工会議所への入会を検討している方
　　　　　　・鹿児島商工会議所に関心がある方

【参 加 費】　お一人4,000円（会食費を含みます）
【申込方法】　・電話・メール
　　　　　　　事業所名、所在地、電話番号、参加者と役職をお知らせください。
　　　　　　・インターネット
　　　　　　　当所ホームページへアクセスいただき、申込フォームに入力のうえ、送信してください。
　　　　　　※参加者の皆様には、後日、参加券を送付いたします。（3/25発送予定）

【申込締切】　平成31年３月18日（月）

■日　時：平成31年３月29日（金）17：15～18：40
■場　所：城山ホテル鹿児島３階サファイア

経済講演会を開催します

会員交流会 開催のご案内

■お問い合わせ　経営支援二課　TEL: 099-225-9534　FAX: 099-227-1977　E-mail: shien2@space.ocn.ne.jp

■お問い合わせ　企業支援課　TEL: 099-225-9522　FAX: 099-227-1977　E-mail: kigyoushien@sage.ocn.ne.jp

講師紹介
1967年京都府生まれ。1991年より東進ハイスクールにて日本史トップ講師として活躍。また、歴史

コメンテーター、歴史作家としても活躍中。主な出演番組は、日本テレビ「世界一受けたい授業」、テ
レビ朝日「Q さま！」、フジテレビ「ネプリーグ」など。

15 アイム（2019年3月号）



東 商 検 定

第46回
カラーコーディネーター検定試験®

第45回
ビジネス実務法務検定試験®

色の性質や特性を理解し、商品開発や演出などで役立
つ実践的な色彩の知識が身につきます。 

接客、販売はもちろん、ファッションセンスアップに
も有効です。

社会人に必要な法律知識がバランスよく身に付きま
す。コンプライアンス管理、リスク回避の取り組みに最
適です。全てのビジネスパーソンに必要な知識であり、
人事評価にも活用されています。 

試 験 日 6月16日（日） 試 験 日 6月30日（日）

申込期間 3月26日（火）～4月26日（金） 申込期間 4月16日（火）～5月17日（金）

受 験 料 2級：7,340円　3級：5,250円 受 験 料 2級：6,480円　3級：4,320円

申込方法

東商検定の受験申し込みは、東商検定センターへの直接申し込みになります。インターネットもしくは電話
からお申し込みください。
※電話受付：平日の10:00～18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）　TEL: 03-3989-0777
※インターネット受付：24時間対応 【申込期間に限る】　URL: http://www.kentei.org/
　詳細は Web で、 東商検定 検索

各種検定申込み開始 資格取得に挑戦し、スキルアップを目指そう！ 

■お申し込み・お問い合わせ先／鹿児島商工会議所 企業支援部 企業支援課　
　TEL: 099-225-9522　FAX: 099-227-1977　E-mail: kigyoushien@sage.ocn.ne.jp

インフォメーション

INFORMATION

日 商 検 定

企業が求める資格、第１位※ ～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用

第152回 日商簿記検定試験
簿記は、あらゆる業種・職種に役立つビジネスの基礎知識。経理のみな

らず、経営や経済への理解力が身につきます。貴社の未来をつくる人材の
育成に、ぜひお役立てください。

このような効果が
期待できます

□ 正しく帳簿をつけられる
□ 自社の長所や短所を分析でき

る
□ 費用や収益率を意識するよう

になる
□ 取引先企業の経営状況を把握

できる

試 験 日 6月9日（日）

申込期間 4月8日（月）～5月17日（金）

受 験 料
1級：7,710円　2級：4,630円　3級：2,800円 
※インターネット申し込みの場合は、ネット受付事務手数料が

別途必要です。

申込方法

鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、鹿児島商工会議所のホームページからお申し込
みください。
※窓口受付：平日の8:30～17:00　鹿児島商工会議所 企業支援課　TEL: 099-225-9522
※インターネット受付：24時間対応 【申込期間に限る】
詳細は Web で、 鹿児島商工会議所簿記検定 検索

✓
✓

✓

✓
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鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部

（
Y
E
G
）は
、
事
業
意
欲
あ
ふ
れ
る

新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
青

年
部
活
動
や
異
業
種
交
流
を
通
じ

て
、
経
済
人
と
し
て
一
段
の
成
長
を

図
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ

い
。青

年
部
は
平
成
４
年
９
月
の
設
立

以
来
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が
入

会
し
、
現
在
会
員
97
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
の
地
域
づ
く
り
を

考
え
、
経
済
人
と
し
て
の
人
格
と
教

養
を
高
め
る
ほ
か
、
委
員
会
活
動
な

ど
で
会
員
相
互
の
啓
発
や
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
青
年
部
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格

当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

経
営
者
、
後
継
者
お
よ
び
経
営
者
の

推
薦
す
る
人
で
45
歳
以
下
の
方

●
年
会
費　
５
万
円

鹿
児
島
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

経
営
者
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
自

己
の
変
革
と
向
上
を
通
し
て
社
業
の

発
展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指

す
女
性
経
営
者
の
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

女
性
会
は
昭
和
56
年
８
月
に
設

立
し
、
会
員
数
は
現
在
73
人
で
、
主

な
活
動
で
あ
る
研
修
や
社
会
貢
献
の

事
業
を
通
じ
て
、
経
営
者
と
し
て
の

資
質
向
上
・
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
鹿
児
島
市
で

女
性
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
の
女
性
経
営
者
同
士

の
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で

き
ま
す
。

異
業
種
交
流
を
通
じ
、
共
に
学

び
、
経
営
能
力
を
高
め
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

女
性
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格

当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

女
性
経
営
者
、
役
員
な
ど

●
年
会
費　
１
万
円

○
お
問
い
合
わ
せ
先

青
年
部
事
務
局（
企
業
支
援
部
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
4

○
お
問
い
合
わ
せ
先

女
性
会
事
務
局（
企
業
支
援
部
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
3

青 年 部

来
た
れ
！ 
新
入
会
員

女 性 会

必ずチェック最低賃金鹿児島労働局からのお知らせ

鹿児島県の特定（産業別）最低賃金におきまして、下記のとおり改正決定しています。
特定（産業別）最低賃金 最低賃金時間額 効力発生日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 788円 平成30年12月28日

自動車 ( 新車 ) 小売業 821円 平成30年12月28日
※鹿児島県最低賃金は平成30年10月１日に時間額761円へ改定されました。
※鹿児島県最低賃金は県内のすべての労働者に適用されます。
※百貨店、総合スーパーの最低賃金は、平成30年度は改正がありま

せんでした。このため、平成30年10月1日から鹿児島県最低賃金額
761円以上の支払いが必要です。

【最低賃金に関するお問い合わせ】
鹿児島労働局賃金室（TEL: 099-223-8278）・各労働基準監督署
最低賃金テレホンサービス　TEL: 099-223-8881

INFORMATION
インフォメーション
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インフォメーション

INFORMATION

静
岡
ま
つ
り
は
、
大
御
所
と
し
て
駿
府

城
を
構
え
た
徳
川
家
康
公
が
家
臣
を
連
れ

て
花
見
に
出
か
け
た
故
事
を
再
現
す
る「
大

御
所
花
見
行
列
」を
メ
イ
ン
に
、
昭
和
32
年

か
ら
続
く
祭
で
す
。

祭
の
期
間
中
、
駿
府
城
公
園
で
は
、
江

戸
時
代
の
町
人
姿
の
人
が
行
き
交
い
、
大

演
舞
場
や
ま
つ
り
小
路
な
ど
で
様
々
な
催

し
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
５
日
は
19
時
か
ら

「
前
夜
祭
」。
６
日
は
静
岡
市
内
各
地
区
か

ら
駿
府
城
を
め
ざ
す「
駿
府
登
城
行
列
」に

始
ま
り
、「
大
御
所
花
見
行
列
」、
城
下
総

踊
り「
夜
桜
乱
舞
」へ
。
７
日
も「
大
御
所
花

見
行
列
」、「
夜
桜
乱
舞
」を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
静
岡
ま
つ
り
で
は
、
家
康
公
役

と
し
て
、
６
日
は
間
寛
平
さ
ん
、
１
日
は

俳
優
の
磯
村
勇
斗
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。
ぜ

ひ
桜
満
開
の
静
岡
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

２
０
１
９
年
４
月
５
日（
金
）
～
７
日（
日
）

■
開
催
場
所

駿
府
城
公
園（
静
岡
市
葵
区
駿
府
城
公
園

１
‐
１
）お
よ
び
周
辺
市
街
地

■
ア
ク
セ
ス

飛
行
機
：
Ｆ
Ｄ
Ａ
１
３
４
便
・
鹿
児
島

空
港
15
時
15
分
発
→
富
士
山
静
岡
空
港
16

時
45
分
着
。

バ
ス
：
静
岡
空
港
17
時
30
分
発
→
新
静

岡
駅
18
時
27
分
着
。
新
静
岡
駅
で
下
車
後
、

駿
府
城
公
園
ま
で
徒
歩
５
分
。

富
士
山
静
岡
空
港
利
用
促
進
協
議
会（
事

務
局
：
静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合
会
）は
、

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
富
士
山
静
岡
空

港
発
着
便
を
利
用
し
た
場
合
、
往
復
利
用

で
４
千
円（
片
道
利
用
２
千
円
）の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
空
港
か
ら
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
利

用
で
さ
ら
に
往
復
２
千
円
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
す
る
に
は
、

「
富
士
山
静
岡
空
港
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」へ
の
入
会（
入
会
金
・
年
会
費
無
料
）

が
必
要
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や

メ
ー
ル
配
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
鹿
児
島
県
内
の

企
業
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
大
変
魅
力
的

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

静岡商工会議所
からのお知らせ

鹿
児
島
‐
静
岡
便
を
お
得
に
利
用

富
士
山
静
岡
空
港

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペー
ン

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
静
岡
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４（
２
２
１
）０
１
８
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://www.shizuokam

atsuri.com
/

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
山
静
岡
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４
‐
２
５
２
‐
８
１
６
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://www.fs-airport.com

/

富
士
山
静
岡
空
港

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ 

➡

携
帯
サ
イ
ト
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筆
者
は
、
２
０
１
７
年
以
降
、
わ
が
国

の
経
済
三
団
体
の
一
角
を
な
す
経
済
同
友

会
の
一
員
と
し
て
、
小
林
喜
光
・
代
表
幹

事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る「『Japan2.0

』検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」の
副
委
員
長
を
拝
命
し
て
き
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
型
」か
ら「
課
題
設
定
・
課
題
解
決
の
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型
」へ
と
移
行
し
、
新
し

い
日
本
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
性
に
鑑
み
、
戦
後
１
０
０
年
と

な
る
２
０
４
５
年
を
念
頭
に
、
目
指
す
べ

き
社
会
像
を
よ
り
具
体
的
に
描
き
、
そ
こ

か
ら
振
り
返
っ
て
、
わ
が
国
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
た
具
体
策
を
提
案
・
考
察

す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。

経
済
同
友
会
は
、
国
家
価
値
の
解
析
・

評
価
に
当
た
り
、（
１
）経
済
の
豊
か
さ
の

実
現（
Ｘ
軸
）、（
２
）イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
未
来
の
開
拓（
Ｙ
軸
）、（
３
）社
会
の

持
続
可
能
性
の
確
保（
Ｚ
軸
）、
と
い
う
三

つ
の
座
標
軸
を
設
定
し
た
。（
１
）は
Ｇ
Ｄ

Ｐ（
国
内
総
生
産
）を
中
心
と
す
る
３
カ
月

～
１
年
間
程
度
の
軸
で
あ
る
が
、（
２
）は

お
お
む
ね
10
年
間
、（
３
）は
人
口
・
労
働
、

教
育
、
社
会
保
障
、
財
政
健
全
化
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
外
交
・
安
全
保
障
な
ど
を

中
心
に
１
０
０
年
間
程
度
の
タ
イ
ム
ス
パ

ン
で
評
価
さ
れ
よ
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解
も

含
ま
れ
る
が
、
２
０
４
５
年
に
つ
い
て
考

察
す
る
際
に
鍵
と
な
る
視
点
を
い
く
つ
か

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
価
値
観
・
生
き
方
の
多
様
化
で

あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）や
選

択
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
に
な
り
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、「
国
を

開
く
」こ
と
が
不
可
避
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、「
統
合
か
ら
分
散
へ
」と
い
う

ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
を
背
景
に
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
拡
大
し
て
、
従
来
の
国
家
や
企
業
の

枠
組
み
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。

第
三
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル（
持
続
可

能
）で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ（
包
括
的
な
）成
長

が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
企
業
は
今
後
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）へ
の
取

り
組
み
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

第
四
に
、
急
速
な
技
術
進
歩
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
存

共
栄
を
模
索
す
る
時
代
と
な
る
。
そ
こ
で

は
、
価
値
判
断
力
や
適
度
な
い
い
加
減
さ
、

対
人
関
係
能
力
と
い
っ
た「
人
間
ら
し
さ
」

を
磨
く
教
育
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

第
五
に
、
体
制
間
競
争
の
激
化
で
あ
る
。

共
産
主
義
と
資
本
主
義
の
最
終
決
戦
と
も

い
う
べ
き
戦
い
が
、
底
流
で
は
激
し
さ
を

増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

激
変
す
る
世
界
の
中
で
、
日
本
は
何
が

で
き
る
の
か
。
ま
ず
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
欠
如
や
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
弱
さ
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
如
と
い
っ
た「
弱
み
」の

克
服
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
日
本
の「
強

み
」を
伸
ば
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

第
一
に
、
わ
が
国
に
は
、「
共
存
共
栄
」

の
思
想
、
自
然
と
の
共
生
、
順
法
意
識
の

高
さ
な
ど
を
特
長
と
す
る「
安
定
的
な
社

会
」が
存
在
す
る
。
第
二
に
、
長
寿
企
業
が

多
く
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
面
で
優

れ
て
い
る
。
第
三
に
、「
も
の
づ
く
り
」の

伝
統
が
あ
る
の
で
、
と
り
わ
け
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）の
初
期
段
階
で

は
一
定
の
強
み
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。
第

四
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
基
準
が
高
い
た

め
、
そ
れ
が
世
界
有
数
の
サ
ー
ビ
ス
や
品

質
を
生
ん
で
い
る
。
第
五
に
、「
世
界
一
の

美
食
都
市
」で
あ
る
こ
と
や
、
伝
統
芸
能
、

礼
節
の
重
視
と
い
っ
た
文
化
的
側
面
に
世

界
が
注
目
し
つ
つ
あ
る
。
第
六
に
、
少
子

高
齢
化
を
は
じ
め
と
し
た
課
題
先
進
国
で

あ
り
、
そ
れ
は
課
題
設
定
や
解
決
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
躍
り
出
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
。

日
本
の「
強
み
」と「
弱
み
」を
き
ち
ん
と

整
理
し
て
、
２
０
４
５
年
ま
で
の
大
き
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
な
が
ら
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
の
大
き
な
節
目
を
、
今
わ

が
国
は
迎
え
て
い
る
の
だ
。

株
式
会
社 

大
和
総
研　
常
務
取
締
役 

調
査
本
部
副
本
部
長

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト　

熊
谷 

亮
丸

時
代
を
読
み
解
く

ツ
ボ

Kumagai Mitumaru　くまがい・みつまる
1966年生まれ。1989年東京大学法学部卒業。1993年東京大学大学院法学
政治学研究科修士課程修了。2016年ハーバード大学経営大学院 AMP（上級
マネジメントプログラム）修了。日本興業銀行調査部などを経て、2007年大
和総研入社。2014年同社・執行役員チーフエコノミスト。2018年より現職。
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院などの公職を歴任。2018年より
経済同友会幹事。2011年より株式会社財界研究所｢財界賞・経営者賞｣選考委
員会　選考委員。テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」レギュラーコメン
テーターとしても活躍中。

2
0
4
5
年
を
視
野
に
入
れ
た
わ
が
国
が
抱
え
る
課
題

時代を読み解くツボ
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トレンド通信

全
国
各
地
の
観
光
地
や
名
所
旧
跡
な
ど

が
話
題
に
な
る
と
き
、「
イ
ン
ス
タ
映
え
」

が
最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

見
栄
え
の
す
る
ス
ポ
ッ
ト
で
撮
っ
た
写
真

が
写
真
投
稿
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
に
載
る
こ
と
で
広
く
話
題
に
な

り
、
観
光
客
が
ど
っ
と
訪
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
は
や
り
始

め
て
３
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
傾

向
は
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

そ
の
場
所
を
訪
れ
た
人
が
自
発
的
に
周

り
に
発
信
し
て
く
れ
る
た
め
、
認
知
度
を

高
め
る
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
傾
向
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
の
こ
と
を
持
続
的

に
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と

い
う
視
点
で
見
る
と
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
た
と
い
っ
て
も
危
う
さ
を
は
ら
ん
で

い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
映
え
を
求
め
る
観
光
客
が
次

に
求
め
る
の
は
、
さ
ら
に
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
別
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
最
大
の
価
値
は
、

文
字
通
り「
絵
に
な
る
」こ
と
で
す
。
観
光

客
は
写
真
が
撮
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
達
成

感
が
あ
り
ま
す
。
一
度
訪
れ
た
観
光
地
を

気
に
入
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
、

別
の
要
素
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば「
訪
れ
る
た
び
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
場
所
」と
い
う
の
が
理

想
で
す
。
も
ち
ろ
ん
地
域
資
源
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し

い
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
問
者
に
紹
介
し
て
い
く

の
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
場
所
に
限
り

が
あ
る
な
ら
、
次
々
と
提
供
で
き
る「
新
し

い
発
見
」と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

私
は
訪
れ
る
人
自
身
が
成
長
し
た
り
学

ん
だ
り
す
る
た
め
の
、
変
化
や
刺
激
を
与

え
て
く
れ
る
経
験
が
大
事
な
要
素
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
作
物
の
収
穫

体
験
で
感
動
し
た
人
は
、
次
の
シ
ー
ズ
ン

も
で
き
れ
ば
ま
た
訪
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

同
じ
体
験
で
も
繰
り
返
し
て
訪
れ
て
い
る

と
、
農
作
物
や
自
然
風
土
に
関
す
る
知
識

や
見
方
も
深
く
広
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
に
は
ま
っ
た
く
同
じ
状
況
と
い
う
も

の
が
な
い
た
め
、
体
験
を
重
ね
る
だ
け
得

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
び
や
成
長
と
は
、

単
に
子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と
っ
て
役

立
つ
も
の
と
い
う
捉
え
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
も
、
参
加
し
た
人
に
は
大
き
な
学

び
が
あ
る
よ
う
で
す
。

観
光
地
の
魅
力
を
ど
う
設
計
し
て
フ
ァ

ン
を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
地
域
の「
食
」や

「
自
然
環
境
」「
名
所
旧
跡
」な
ど
の
情
報
を

い
か
に
Ｐ
Ｒ
す
る
か
が
施
策
の
中
心
で
し

た
。
消
費
者
が
求
め
る
価
値
は「
モ
ノ
か
ら

コ
ト
」に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

観
光
開
発
で
は
一
度
訪
ね
て
満
足
す
る
消

費
さ
れ
る
だ
け
の
観
光
地
と
、
繰
り
返
し

訪
問
し
た
く
な
る
場
所
の
違
い
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
体
験
型
観
光
が
期
待
さ
れ

る
の
は
こ
う
し
た
要
素
が
あ
る
か
ら
で
す
。

中
で
も
農
業
や
水
産
業
な
ど
自
然
を
相

手
に
す
る
第
１
次
産
業
に
今
後
の
観
光
開

発
の
鍵
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
実
は
こ
う
し
た
視

点
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
店
舗
な
ど
に
つ
い

て
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
い
つ
も
学
び

と
発
見
が
あ
る
お
店
に
は
良
質
の
リ
ピ
ー

タ
ー
（
常
連
さ
ん
）が
育
っ
て
い
く
か
ら
で

す
。

イ
ン
ス
タ
で
使
い
捨
て
に
さ
れ
な
い
観
光
地
の
条
件
を
考
え
る

Watanabe Kazuhiro　わたなべ・かずひろ
日経 BP 総研マーケティング戦略研究所上席研究員。
1986年、筑波大学大学院理工学修士課程修了。同年、
日本経済新聞社入社。日経パソコン、日経ビジネス、
日経トレンディなど IT 分野、経営分野、コンシュー
マ分野の専門誌編集部を経て現職。全国各地の商工
会議所などで地域振興や特産品開発のための講演・
コンサルを実施。消費者起点のものづくりをテーマ
に地域発のヒット商品育成を支援している。

ト
レ
ン
ド
通
信

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
戦
略
研
究
所 

上
席
研
究
員

渡
辺 

和
博

20アイム（2019年3月号）



特定退職金共済制度を
ご利用ください！

鹿児島商工会議所の特定退職金共済で、着々と備えましょう。

鹿児島商工会議所 企業支援部 企業支援課　TEL: 099-223-0011
（委託保険会社）	 アクサ生命保険株式会社	 大同生命保険株式会社　
	 住友生命保険相互会社	 日本生命保険相互会社

給付金

掛　金

加入資格

制度の特色

従業員の退職金準備にご活用いただけます !!

①退職給付金：加入従業員（被共済者）が退職したとき。
②遺族給付金：加入従業員（被共済者）が死亡したとき（退職給付金に加入口数1口あた

り10,000円を加えた遺族給付金を遺族に対し支払い）。
③退 職 年 金：加入従業員（被共済者）【加入期間10年以上】が退職したとき（希望によ

り退職年金を1年に4回10年間にわたり支払い）。
※記載の内容は特定退職金共済制度の一部を記載したものです。加入にあたってはパ

ンフレットを必ずご確認ください。

①掛 金 月 額：従業員1人につき1口1,000円で、最高30口まで加入できます。
②口数の増加：お申し出により30口を限度として加入口数を増加させることができ

ます。
※この制度の掛金は全額事業主負担です。
※掛金として払い込まれた金額（運用益を含む）は、事業主に対してはいかなる理由が

あっても返還されません。

当商工会議所の地区内にある事業主（事業所）であれば、誰でも従業員（専従者控除
の対象者を除く）を加入させることができます。
※加入できる従業員は満15歳以上85歳未満に限ります。
※加入にあたっては、全従業員の加入が必要です。

〇掛金は1人月額30,000円まで非課税です。
　この制度は所得税法施行令第73条に定める「特定退職金共済制度」として、所轄税務

署長の承認を得ています。
　事業主が負担する掛金（1人月額30,000円まで）は、全額損金又は必要経費に計上で

きます。
〇中小企業退職金共済制度との重複加入も認められます。
〇建設業「経営事項審査」の項目の加点対象となります。

●毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。
●退職金制度の確立は従業員の確保と定着化をはかり、企業経営の発展に役立ちます。
●法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。（賃金の支払いの確保等に関する法律 

昭和51年法律第34号）
●法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金算入できます。（法人税法施行令第135条）

お問い合わせ先

従業員の
採用・定着に

役立つ
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